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事業者名 ハタノ綜合印刷株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

高い品質を維持しつつ、常に生産効率の向上を図り続け、ミスロスの少ない生産工場を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

FSC認証紙を使用した業務を増やす。
2025年度　100件以上
（2024年度　65件）

社会

経済

環境
製造時、社内でのミスロスを減らすと共に、効率的な生産を
行い、材料の無駄を減らす。

売上額に対する材料費率を今期
2024年度より3％減らす。

社会

経済

環境
付加価値の高い案件の開発を関連部署と連携して行い、原
価率を下げる。

2025年度までに粗利率を前期
比で4％改善する。

社会

経済

SGSジャパンとFSC森林認証の取得、維持について連携している。一般社団法人抗菌製品技術協議会と
SIAA認証マークの認証、使用について連携している。日本化学キューエイ(株)とISO認証の運用、維持に
ついて連携している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年度　66件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

FSC認証紙を使用した業務を増やす。
2023年度　１２０件以上
（２０２１年度　45件）

物件に対する需要は高まっているが、コスト面等のネックも
あり、発注をする得意先もまだ限定的である為未達。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

売上額に対する材料費率を今期
２０２１年度より３％減らす。

前期の指標に対する実績

製造時、社内でのミスロスを減らすと共に、効率的な生産を
行い、材料の無駄を減らす。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

作業担当者の能力向上などに伴い、製造時のロスは減らせ
たが、価格改定の波で原価率が押し上げられたため未達。

三側面
（分野に☑）

関連部署との打ち合わせ等が実施されたが、人員不足が発
生したため、通常業務のみでの対応が多かった為具体性が
出せていないため未達。

23年度：約１％改善、24年度、
0.6％悪化

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

21年度：37.58％　22年度：
36.14％　23年度：35.34％

付加価値の高い案件の開発を関連部署と連携して行い、原
価率を下げる。

2023年度までに粗利率を前期
比で５％改善する。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


